
資料２第２回鹿屋市環境審議会

令和６（2024）年度～

令和６年度の進捗報告

市民生活部生活環境課



計画の趣旨

2050年の「ゼロカーボン

シティかのや」の実現に向け

て、市民・事業者・行政など

のあらゆる主体が一体と

なって、取組を加速化する必

要があり、温室効果ガス排

出量の削減を行うための施

策に関する事項を定めるこ

とを目的としたものである。

ゼロカーボンシティかのや推進計画

令和６年度から令和12年度までの７年間
※令和９年度に中間見直しを実施予定

計画期間

本計画は、市域全体の地球温暖化対策（区域施策編）の他
に、本市の実施する事務事業に係る地球温暖化対策（事務
事業編）を含んで構成

計画の位置付け
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５ 資料 計画の進行管理

計画の進行管理にあたっては、国や県、他の自治体の動向も踏まえて、関係者が集まる協議会において、具体的な取

組の実施状況に関する点検・評価を行っていきます。

計画の進行は、計画（Plan）、実行・運用（Do）、点検・評価（Check）、見直し（Action）の「PDCA サイク

ル」で管理し、毎年度の報告を行い、各施策についての取組結果を公表します。また、計画の最終年度には、総合的な

達成状況の評価を行い、次期計画策定につなげます。

鹿屋市環境審議会において、本計画で

定めた施策の実施状況などについて

定期的に報告します。
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Plan
【計画】

Do
【実行】

Check
【点検・評価】

Act
【見直し】

PDCAサイクル
による進行管理

計画の策定
施策・事業の立案

施策の推進
事業の実施

施策・事業の点検・評価
目標・管理指標の点検・評価

計画の見直し
施策・事業の改善



ゼロカーボンシティかのや推進計画 施策体系

目指す方向
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将来像の実現に向けて、５つの施策体系に分けて、各種施策を展開していきます。また、エネルギーの効率的な利用の促
進を図る省エネルギーと再生可能エネルギーの普及促進を車の両輪として、目標達成に向けて取組を加速させます。
基本施策は、幅広い視点により総合的に二酸化炭素排出量の削減に取り組むものであり、５つの施策体系ごとに、市民や事
業者が取り組む内容について示します。
なお、施策体系における「脱炭素(省エネ・再エネ)に向けた行動変容とそれにつながる普及啓発」については、他の施策

体系とも関連することから、相互に連携しつつ各種施策を推進していきます。

本市の目指す

将来像へ



５ 資料 計画に基づき推進する施策の方向

１．脱炭素（省エネ・再エネ）に向けた行動変容とそれにつながる普
及啓発・省エネルギー行動の更なる推進

● 市民が楽しみながらできる脱炭素行動の実践
● 事業者の脱炭素経営の促進
● 環境教育・啓発の推進
● 住宅・建築物の省エネルギーの強化

将来像の実現に向けて、５つの施策体系に分けて、各種施策を展開・実施していきます。
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２．持続可能な循環型社会形成の推進

● ごみの資源化・減量化の推進
● 廃棄物等のエネルギー利用の促進

【各主体の取組】
【各主体の取組】



５ 資料 計画に基づき推進する施策の方向

３．再生可能エネルギーの導入・活用の推進

● 公共施設における再生可能エネルギーの率先導入
● 市民・事業者における再生可能エネルギーの導入促進
● ゼロカーボン電力（再生可能エネルギー由来の電力）の活用
● 再生可能エネルギー（太陽光・風力・水力・水素等）の利活用に関
する調査・研究

将来像の実現に向けて、５つの施策体系に分けて、各種施策を展開・実施していきます。

５

４．脱炭素のまちづくりの推進・運輸部門の脱炭素化の推進

● 脱炭素につながるコンパクトシティ
● 次世代自動車の普及促進
● 自転車利用、公共交通の利用促進

【各主体の取組】
【各主体の取組】



５ 資料 計画に基づき推進する施策の方向

将来像の実現に向けて、５つの施策体系に分けて、各種施策を展開・実施していきます。

６

５．農林水産分野の取組推進・吸収源対策の推進

● スマート農業・環境保全型農業の推進
● 豊かな森づくりによる吸収源対策の推進
● 豊かな海づくりによる吸収源対策の推進

【各主体の取組】

【その他】地域脱炭素化促進事業の促進に関する事項

● 地域脱炭素化促進事業の目標
⇒2030年度において、市域の再生可能エネルギー導入量を令和４
年度の339GWhと比べて13％増加（383GWh）させます。

● 地域脱炭素化促進事業の対象となる区域（促進区域）
⇒市が所有する公共施設の屋根、市が所有する土地を設定します。

● 促進区域において整備する地域脱炭素化促進施設の種類及び規模
⇒種類：太陽光発電設備、太陽熱温水器とします。
規模：促進区域の状況に応じて個別事業ごとに適切な規模としま

す。
● 地域の脱炭素化のための取組
⇒再生可能エネルギーにより得られた電気等を、区域内で活用します。
また、その取組については広く周知し、地域の脱炭素化の機運醸成
を図ります。

● 地域の環境保全のための取組
⇒再生可能エネルギー設備を設置する際は、対象地区の生活環境を
配慮するとともに、周辺の景観要素や生態系に特に留意して設置し
ます。

● 地域の経済及び社会の持続的発展に資する取組
⇒施設自体での再生可能エネルギーの利用のほか、災害時の緊急電
源としての利用を図ります。また、地域や事業者と連携して取組を行
い、地域内のエネルギー循環を促し、地域経済の活性化と地域の持
続的な発展を推進します。



環境指標の進捗状況

第４節地球環境(鹿屋市地球温暖化対策計画)
単位

計画見直し時
(2020年度)

現況値
(2021年度)

目標値
(2029年度)施 策 指 標

地球温暖化対
策の推進

市域からの二酸化炭素排出量 千t–CO₂
575

（▲25.3％）
519

（▲32.6％）
415

(目標：▲46％)

うち家庭部門 千t–CO₂ 107 86 -

うち業務部門 千t–CO₂ 121 113 -

うち運輸部門（自動車） 千t–CO₂ 214 211 -

市役所の事業活動による二酸化炭素
排出量

千t–CO₂
10,149

(▲38.9%)
※2021年度

8,568
(▲42.4%)
※2024年度

8,307
(目標：▲50％)

第５節 環境学習
単位

計画見策定時
(2018年度)

計画見直し時
(2023年度)

現況値
(2024年度)

目標値
(2029年度)施策 指標

環境学習・
環境教育の
推進

こどもエコクラブの 登録者数 人 206 7 ８ 206

環境出前講座年間開催数 回 10 23 19 30

環境出前講座の年間受講者数 人 953 864 499 1,500

環境パート
ナーシップ
の推進

環境報告書(仮称)の 作成 ー 環境白書の作成 ー ー 作成・公表

市広報紙等への環境情報の年間
掲載回数

ー 月１回 月１回 月１回 月１回

議題１で報告済

７



環境指標（KPI）の設定と進捗状況について

８

【事務事業編】

環境指標（KPI）の達成に向けた
部門毎の実施計画が必要

2050年度市域のカーボンニュートラルの達成へ
（まずは、2030年度までに2013年度比46％削減）
770千ｔ(2013年度)⇒415千ｔ(2030年度)

【区域施策編】



計画の趣旨

「ゼロカーボンシティかのや

推進計画」を総合的かつ計画

的に推進していくために、区域

施策編及び事務事業編におけ

るＫＰＩ達成のための令和12

年度(2030年度)までに実施

する行動目標を個別に示し、

施策・事業を効果的かつ効率

的に推進するために策定した

ものです。

ゼロカーボンシティかのや推進計画（実施計画）

令和６年度から令和12年度までの７年間
※令和９年度に中間見直しを実施予定

計画期間

本計画は、市域全体の地球温暖化対策（区域施策編）の他
に、本市の実施する事務事業に係る地球温暖化対策（事務
事業編）を含んで構成

計画の位置付け

９

第２次鹿屋市総合計画
（第２期鹿屋市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

2019.3策定 2019～2024年度

ゼロカーボンシティかのや推進計画
【区域施策編】【事務事業編】
2024.3策定 2024～2030年度

ゼロカーボンシティかのや推進計画
実施計画

2024年度策定 2024～2030年度

第２次鹿屋市環境基本計画
2020.3策定 2020～2029年度

行動目標の具体化



実施計画における環境指標に対する行動目標
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【区域施策編】 【事務事業編】

市内イベントにおいて市民アンケートを実施
⇒かのや環境フェスタ、鹿屋市農業まつり 等



実施計画の行動目標に関するアンケート結果
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アンケート回答者：市民161人（令和７年度実施）

アンケート内容 2023年度結果 2025年度結果

鹿屋市が2050年までに、温室効果ガスの排出量
を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティかの
や」を宣言していることを知っていますか？

知っている ：16％ 知っている ：41％

ご家庭で使用している「電気」や「ガス」の使
用量を確認していますか？

確認している：90％ 確認している：81％

ZEH住宅を導入していますか？
（ZEH住宅:家庭で使用するエネルギーと、太陽
光発電などで創るエネルギーの差が実質的にゼ
ロ以下にする家のこと）

導入している： 4％ 導入している：13％

ご家庭で３キリ（食べキリ、使いキリ、水キ
リ）を実践していますか？

実践している：58％ 実践している：79％

外出時には、マイボトルを持参していますか？ 持参している：63％ 持参している：84％

太陽光発電を自宅に導入していますか？ 導入している：20％ 導入している：28％

再生可能エネルギーにより発電された電気メ
ニューの契約をしていますか？

契約している： 5％ 導入している：15％



実施計画の行動目標に関するアンケート結果
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アンケート回答者：市民161人（令和７年度実施）

アンケート内容 2023年度結果 2025年度結果

電気自動車を導入していますか？ 導入している： 3％ 導入している： 5％

自動車を運転する時は、急発進・急加速をしな
いように心がけていますか？

心がけている：74％ 確認している：95％

外出時には、マイカー利用をなるべく控えてい
ますか？ （徒歩・自転車・公共交通など）

導入している：13％ 導入している：35％

脱炭素の取組に係る市民の実施率は、前々年度と比較すると、
高くなっている。



本市の脱炭素の取組

国（環境省）の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）を活用して、
公共施設への太陽光発電設備・太陽熱温水設備の設置【湯遊ランドあいら】
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本市の脱炭素の取組

太陽光発電パネル 蓄電池

国（環境省）の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）を活用して、
個人向け太陽光発電設備・蓄電池の設置補助の実施

設置件数(太陽光) 設置容量(太陽光) 設置件数(蓄電池) 設置容量(蓄電池)

令和５年度 28件 136kW 28件 300kWh

令和６年度 67件 324kW 64件 638kWh

令和７年度 122件 599kW 120件 1,252kWh
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※令和７年度は１１月末現在



本市の脱炭素の取組

小学生の夏休み課題
（ぼくの！わたしの！カーボンニュートラル

計画コンテスト）
森林保全に向けた植樹

湯遊ランドあいらでの
環境教育
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本市の脱炭素の取組

かのや市商工会女性部（R6） 鹿屋商工会議所（R6） 鹿屋ライオンズクラブ（R7）
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【市内事業所への取組】脱炭素経営セミナーの開催

【市内事業所への取組】「ゼロカーボンシティかのや経営宣言」の実施

市・事業所が一体となって、脱炭素社会の実現に向けた取組をすすめるもの
⇒目標の設定、目標達成に向けた事業所内での取組の実践⇒市HPに掲載、のぼり旗の設置

宣言事業所：26事業所（令和６年11月～令和７年11月末現在）


